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仙台市の文化財保護につきまして、日頃から多大なご協力を賜り、まことに感謝にた

えません。

市内には、旧石器時代から近世に至るまで数多くの埋蔵文化財が残されております。

当教育委員会といたしましても、先人たちが残してきた貴重な文化遺産を保護し、活用

を図りながら市民の宝として、次の世代に引き継いでいくことは、これからの「まちづ

くり」に欠かせない大切なことであると考えております。

本報告書は、多賀城造営以前の陸奥国府と考えられ、国の史跡指定を受けた「仙台郡

山官衛遺跡群 郡山官衛遺跡 郡山廃寺」の西側で都市整備が進められている「仙台市

あすと長町土地区画整理事業」地内で実施された長町駅東遺跡第 12次発掘調査の成果

をまとめたものです。

区画整理事業に伴う発掘調査は平成 10年から開始され、古墳時代後期から奈良時代

としては、東北地方でも最大級の集落が事業地内にあったことが明らかになり、郡山遺

跡に営まれた官衛との関係が考えられております。ここに報告する調査成果が地域の歴

史を解き明かしていくための貴重な資料となり、広く活用され、文化財に対するご理解

と保護の一助になれば幸いです。

また、発掘調査及び調査報告書の刊行に際しまして、特に事業者である株式会社エス

エープランニング様には調査の重要性をご理解いただいた上で、ご協力いただきました。

最後になりましたが、昨年 3月 11日 の東日本大震災では、仙台市内も大きな被害を

受けております。震災から 1年を経て、仙台市では震災からの復興に向け、「ともに、

前へ仙台 ～ 3011からの再生～」を掲げて、復興計画を進めているところです。そ

うした中、発掘調査及び調査報告書の刊行に際しまして、多くの方々のご協力、ご助言

をいただきましたことを深く感謝申し上げ、刊行の序といたします。

平成 24年 3月

仙台市教育委員会

教育長 青沼一民



例  言

1.本書は、仙台市あすと長町 28街区・店舗建築工事に伴う長町駅東遺跡第 12次調査の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会が株式会社シン技術コンサルヘ委託して実施した。

3,本書の作成は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 工藤信一郎、水野一夫の監理の下、遺物整理から本書

の編集に至るまでの作業を株式会社シン技術コンサル 小川長導が担当した。

4.本書の執筆 。図版作成は、第 1章 1を工藤、第 1章 2～ 6章を小チ||が担当した。

5,陶磁器の年代・産地の確認は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 佐藤 洋の協力を得た。

6.調査及び報告書の作成にあたり、株式会社エスエープランニングよりご協力を賜った。記して、感謝の意を表

す次第である。

7.調査・整理に関する全ての資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡  例

1.第 1図 。第 2図の地形図は、それぞれ国土地理院発行「仙台」 1/25,000、 「長町」 1/10,000を 使用した。

2.図中の座標値は、日本測地系「平面直角座標第X系」を基準としている。図中及び本文記載の方位北は、全て

座標北を基準としている。

3.断面図中の数値は、海抜高度 (T,P)を 示す。

4.本文中の土色の記述には、「新版標準土色帖」 C/Jヽ 山正忠・竹原秀雄 2005)を使用した。

5.調査において検出された溝跡は、長町駅東遺跡第 11次調査 (環状線西調査・平成 20年)の延長部分と考え

られるため、当時の遺構番号をそのまま使用した。

6.遺構図の縮尺は、平面図は 1/120、 断面図は 1/60を基本とし、その縮尺で掲載が困難なものについては、適

宜縮尺を変えている。各図にはそれぞれのスケールを付した。

7.出土遺物の登録には、以下の遺物略号を使用し、遺物ごとに番号を付した。

C:土師器 (非ロクロ調整) E:須 恵器  I:陶器・瓦質土器  」:磁器  K:石器

8.遺物実測図の縮尺は、挿図 。写真図版ともに 1/3で統一した。

9.遺物実測図において、外形線・中心線・稜線は実線、推定線は破線で、釉薬の境は一点鎖線で表示した。中心

線が一点鎖線のものは、図上復元したものである。

10,土器実測図に使用したスクリーントーンは以下の通りである。

E黒 色処理
  露∝藝鰯

炭化物範囲

11.遺構観察表及び遺物観察表中の ( )内数値は残存値を示す。
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第 1章 調査に至る経過

1.調査事 由

長町駅東遺跡は、仙台市南部の太白区長町地区に計画された「仙台市あすと長町土地区画整理事業」の施行に伴

い実施された確認調査により所在が明らかになった遺跡である。

区画整理事業の施行に伴う発掘調査は、長町駅東遺跡 。西台畑遺跡及び郡山遺跡の一部を対象として、平成 10

年から現在まで継続して発掘調査が行われ、7世紀中頃から8世紀始めの時期を中心とする竪穴住居跡が総数 500

軒近く発見されている。

また、郡山遺跡では、昭和 54年以来継続して発掘調査が行われ、陸奥国府である多賀城に先行する 2時期の官

衛 (I期官衛→Ⅱ期官衡)があったことが明らかになっている。

長町駅東遺跡の調査は、平成 13年から事業計画地内の道路計画地を対象に調査が開始され、今回の調査で第

12次調査となる。そのうち第 8次調査と今回の第 12次調査は区画整理事業に伴う調査ではなく、街区内に計画

された建築計画に伴い調査を実施している。長町駅東遺跡の調査では、これまでに 300軒近い竪穴住居跡が発見

されているが、特に第 3・ 4次調査 (平成 15。 16年)では、集落の北部を区画している施設と考えられる材木列

1列、一本柱列 4列、通路状遺構を伴う大清跡が確認され、区画施設の変遷が明らかになっている。

今回の長町駅東遺跡第 12次調査は、あすと長町事業地内 28街区において株式会社エスエープランニングによ

り計画された店舗建築に伴い、仙台市教育委員会に事業地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて協議書が提

出されたことに始まる。開発地は長町駅東遺跡の北西部にあたり、平成 20年に街区南側の環状線を対象として行

われた第 11次調査区に隣接した場所である。また、平成 19年に実施した遺構確認調査では、今回対象となった

28街区西半部からは、国鉄時代のカクランの影響は受けているものの遺構確認面や河川跡等が確認されていた。

そこで、発掘調査の実施がネ要であると判断されたことから、教育委員会と事業者の協議の結果、計画された建

物部分を対象に発掘調査を実施することになった。

2.調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調査期間

調査主体

調査担当

調査組織

調査面積

整理期間

長町駅東遺跡 (仙台市文化財登録番号 C-317)

仙台市あすと長町土地区画整理事業地内 28街区 5・ 6・ 7・ 8。 9画地

2011年 (平成 23年)10月 11日 ～ 20H年 (平成 23年)11月 21日

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査指導係 主任工藤信一郎 主事水野一夫

株式会社シン技術コンサル

調 査 員  小川 長導

調査補助員  相澤 正信

1,641�

2011年 (平成 23年)11月 22日 ～ 2012年 (平成 24年)3月 16日



第 2章 遺跡の位置と環境

1.長町駅東遺跡の立地 と地形

長町駅東遺跡は仙台市南東部の太白区長町六丁目付近に所在する (第 1図 )。 仙台市南部の副都心整備事業であ

る「仙台市あすと長町土地区画整理事業」の施行に伴い、平成 3年から4年に実施された確認調査で所在が明らか

になった遺跡である。その範囲は南北 480m、 東西 200mの 90,000�に及ぶ。遺跡の南東約 25 kmの地点で合

流する広瀬川と名取川の間に拡がる郡山低地に位置し、標高 10m前後の自然堤防と後背湿地上に立地している。

2.周辺の遺跡 と歴史的環境

郡山低地周辺地域には、旧石器時代から近代にかけての遺跡が数多く分布している。今回の調査では、近世から

近代にかけての遺構・遺物が検出されていることから、長町駅東遺跡の主要な遺構が検出されている古代から近代

にかけての周辺遺跡について概観する。なお、周辺の遺跡と歴史的環境の詳細については、仙台市文化財調査報告

書第 315集「長町駅東遺跡第 4次調査」(2007)を 参照していただきたい。

長町駅東遺跡 (1)の東側には、平成 18年 7月 に「仙台郡山官行遺跡群 郡山官衛遺跡 郡山廃寺跡」として

国史跡の指定を受けた郡山遺跡 (2)が隣接し、北東側には集落跡である西台畑遺跡 (3)が隣接している。

郡山遺跡は 7世紀中頃から8世紀前葉にかけての官行であり、「 I期官衛Jと 「Ⅱ期官衛」の 2時期の変遷が確

認されている。 I期官衛は 7世紀中頃から7世紀末葉にかけて造られた古代陸奥国の建国に関った重要な柵跡で、

Ⅱ期官衝は多賀城創建以前の陸奥国府跡と考えられている。Ⅱ期官衛の南には郡山廃寺が併設されている。西台畑

遺跡と長町駅東遺跡は、出土土器の年代幅などから、郡山遺跡における官行の造営・運営に関連する集落跡と考え

られている。長町駅東遺跡では、これまでに 300軒以上の竪穴住居跡が検出されている。集落の北側では官衛成

立以前に一本柱列による区画施設が造られ、官衛期に通路状遺構を伴う大溝跡と材木列による区画施設に造り替え

が行われている。また、集落の南側では旧河道による地形に沿って材木列が造られている。郡山遺跡の南西約 15

kmにある大野田官衛遺跡 (40)で は、真北方向を軸とする掘立柱建物跡 6棟 と建物群を区画する大溝が検出され

ている。出土土器の年代幅や建物配置などから、郡山遺跡Ⅱ期官行に関連する宮衛跡と考えられている。

中世になると、交通の要衝に大規模な屋敷や城館が造られるようになる。王ノ壇遺跡 (16)で は、堀に囲まれ

た武士層の屋敷跡や阿弥陀堂と推定される仏堂跡が検出されている。この他、波板状遺構と側溝を伴う路幅 28～

4.2mの道路跡が検出され、中世の基幹道路である奥大道と推定されている。南小泉遺跡 (29)では、大規模な堀

と土塁を伴う城館跡を中心として、周辺に方形の屋敷を構えた中世村落の景観が復元されている。北目城跡(4)は、

戦国時代に仙台市南東部から名取市北部にかけて勢力を奮った粟野大膳の居城で、関ケ原の合戦の際に伊達政宗が

入城し、仙台城の完成まで居住したとされている。

近世になると、奥州街道沿いに位置する長町は、宿駅として機能していたことが知られている。『名取郡北方根

岸村 。平岡村入会絵図』にみられる長町宿の景観は、街道の両側に屋敷を計画的に配置し、宿駅全体を囲うかたち

で居久根が見受けられる。若林城跡 (30)は、土塁と幅約 20mの堀で囲まれた平城で、伊達政宗が晩年を過ごし

たとされる。南小泉遺跡では、若林城下町の武家屋敷跡と考えられる遺構が検出されている。

明治時代になると、東北本線の開通に伴い、明治 29年に長町駅が営業を開始する。その後、大正 11年に駅合

の改築と同時に操車場の建設が開始され、大正 13年に長町操車場として開業した。
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柔落跡 自然堤防 健文～平安 託方縫円増 自然耀防

晨落跡 自然堤防 饉文～平安 帝方終円鰭 自然好防

雪墳 自然堤防 古墳 砂押古増 諦方終円増 自然IrH防

自然堤防・後背湿地 健文～中世 十キハ結穴騨 丘隣斜 面

柔落跡 自然堤防 奈良・ 平安 富沢館DII 就館 自然爆防
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落 跡 自然堤防 古墳～平安 大野嗣宮衛濱跡 自衛14津

第 1図 長町駅東遺跡及び周辺の遺跡位置図



第 3章 調査の方法と概要

今回の調査地点は、」R東北本線長町駅の南約 500mに位置し、平成 20年度調査の長町駅東遺跡第 11次調査 (環

状線西調査区)の北側に隣接している (第 2図 )。 調査区の現況は更地であり、草刈作業から作業を開始した。また、

調査区の南側と西側は道路に、北側と東側は工事区域に面しており、フェンスによる安全柵の設置作業を行った。

表土除去にあたっては、排土を場内処理するため、当初の計画では調査区を便宜的に南北に2分して調査を実施

する予定であった。重機 (バ ックホウ 07�)を使用し、調査区南側から掘削を開始したところ、国鉄時代のカク

ランにより古代の遺構確認面が壊されていることが確認された。そのため、調査区の全容を把握するための トレン

チ調査に調査方法を変更した。調査区南側にトレンチを 3ケ所 (1～ 3ト レンチ)設定して調査を行い、 1・ 2ト

レンチでは、環状線西調査区で検出された SD268溝跡の延長と考えられる溝跡が検出された。その後、 トレンチ

の埋め戻しと排上の移動を行い、調査区北側の掘削を開始した。調査区北側もカクランにより古代の遺構確認面が

壊されていたため、 トレンチを 3ケ所 (4～ 6ト レンチ)設定して調査を行った。その結果、 5・ 6ト レンチでは、

調査区南側同様に溝跡が検出された。

調査の記録は、遺構図面作成についてはトータルステーションによる器械実測を基本とするが、作業の迅速化を

図るために、土層図の作成はデジタルカメラによる写真実測を併用した。写真記録については 354unモ ノクロネガ・

同カラーリバーサルの 2種類のフィルムカメラによる撮影を基本とし、補足としてデジタルカメラによる撮影を実

施した。

ヽ

緑

ん

第 2図 調査区位置図

(国 土地理院発行 と万分の1「長町」を一部改変)



第 4章 基本土層

現地は国鉄の貨物ヤー ドとして機能していた歴史があることから、地盤改良と考えられる大規模なカクランや石

炭ガラの廃棄坑によって、周辺調査で確認されている古代の遺構確認面となる灰黄褐色～にぶい黄橙色砂質シル ト

層などは確認できなかった。基本土層は各 トレンチの残存状況の良い壁面で行っており、分層は5ト レンチを基準

として行い、各 トレンチとの対比を行っている。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

�層

�層

�層

暗褐色 (10YR3/3)～明褐色 (10YR6/6)の盛土層である。礫・石炭ガラを含む。

灰オリーブ色 (5Y4/2)シルト層である。

オリーブ黒色 (5Y3/2)粘土層である。

灰オリーブ色 (5Y4/2)粘土質シルト層である。

灰オリーブ色 (5Y4/2)砂質シルト層である。

灰色 (5Y4/1)シルト層である。

暗オリーブ色 (5Y4/3)砂層である。粒径の細かな砂層であり、灰色シルトブロックを含む。

暗オリーブ灰色 (2 5GlF4/1)シルト層である。

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)砂質シルト層である。

灰色 (5Y5/1)粘土層である。斑状に下層の砂粒、マンガン、酸化鉄を少量含む。

にぶい黄橙色 (10YR7/4)砂層である。粒径がやや粗く、直径 1～ 3cm大の小円礫を少量含む。

褐灰色 (10YR6/1)砂質シルト層である。細砂をラミナ状に含む。

青灰色 (5BG6/1)砂質シルト層である。細砂を均質に含む。

(河川堆積土)

(河川堆積土)

(河川堆積土)

(河川堆積土)

(河川堆積土)

(河川堆積土)

(河川堆積土)

①
相ЮOm~ 1ト レンチ 2ト レンチ 6ト レンチ

S弁

0  (11800) 20m 0  (140) lm

第 3図 基本土層

4ト レンチ

5ト レンチ



第 5章 検出遺構と出土遺物

各 トレンチで南北に延びるSD268溝跡を確認した。南側に設置した 1・ 2ト レンチでは、北側の 5・ 6ト レン

チに比べ、国鉄時代のカクランにより上面を大きく壊されている。遺物は、SD268溝跡とカクランから土師器、

須恵器、陶磁器、瓦質土器などが平箱で 3箱程度出土している。

1,SD268溝跡 (第 4～ 6図 )

平成 20年度環状線西調査区で確認されていた SD268溝跡の延長部分と考えられる南北方向の溝跡である。 1・

2ト レンチでは 1条の溝跡と考えていたが、 5・ 6ト レンチでの断面観察の結果、掘り直しや重複と考えられる4

時期の変遷が考えられた。 トレンチによる部分的な調査のため全体の状況は不明である。このため、同一の機能を

持った溝跡を長期間修復しながら使用したものか、同一地点で数条の溝跡が重複しているのかは明確に出来なかっ

た。堆積土は 14層に分層される。3層は5ト レンチで 5～ 7層を掘り込んでいる層で、溝幅が広く浅めの溝が埋まっ

た後に、狭く深めの溝に掘り直したものと考えられる。 8。 9層は堆積する部分の底面と壁面の状況から、別の溝

跡が重複しているものと考えられる。また、 6ト レンチで 9層が 12層を掘り込んでいることから、 9層 と 12層

には時期差があると考えられる。10～ 14層は 1・ 2・ 6ト レンチで確認した層である。これらの堆積状況から、

1～ 4層を A期、 5～ 7層を B期、 8・ 9層を C期、10～ 14層を D期に伴うものととらえ、遺構と出土遺物に

ついて言己載する。

(1)SD268A期 (第 5。 6図 )

2・ 5・ 6ト レンチで確認した。 2ト レンチでは底面付近のみ検出された。規模は総長 40m以上で、 5ト レン

チで上幅 4 19cm、 下幅 87cm、 深さ 1 01cm、 6ト レンチで上幅 1 53cm、 下幅 64cm、 深さ 82cmである。断面形は上

半部が緩やかに広がる逆台形である。底面レベルを見ると北側が 20cm程度低くなっている。上面のほぼ全域が凝

灰岩を多量に含む基本土層 I層で埋め戻されており、国鉄時代に整地される直前まで溝として機能していたか窪地

として残っていたと考えられる。 5ト レンチ北壁際では、レンガや木杭、角材、板材が組まれたような状態で出土

しており、壁面を補強するために設置していた可能性が考えられる。 1・ 2層は自然堆積、 3層は締まりのない黒

褐色砂質シル トと細砂の互層で流水と滞水が繰り返されていたと考えられる。 4層は壁面補強の裏込め土と考えら

れる。遺物は 18世紀代から 19世紀後半～ 20世紀代にかけての磁器 45点、陶器 24点、白磁 3点、クロム青磁

1点、瓦質土器 4点、レンガなどが出土している。このうち、Л巴前産磁器の碗、大堀相馬産陶器の土瓶 。片口鉢、

堤焼産の甕・鉢、在地産とみられる悟鉢、瓦質土器の規炉・五徳、砥石を図示し、参考資料として 18世紀代の肥

前産磁器の碗と 19世紀中頃の瀬戸・美濃産磁器の輪花皿を写真図版に掲載した。

(2)SD268B期 (第 6図 )

5。 6ト レンチで確認した。規模は総長 25m以上で、 5ト レンチで上幅 480cm以 上、深さ 59cm、 6ト レンチ

で上幅 390cm以上、深さ 30cmである。断面形は、東壁の形状は確認できないが、西壁では緩やかな立ち上がりで

ある。 6ト レンチでの 7層 と9。 12層 との関係から設定した溝跡で、SD268A期以前の幅広の溝跡と考えられるが、

カクランにより大きく壊されており詳細は不明である。5～ 7層は自然堆積と考えられる。遺物は出土していない。

(3)SD268C期 (第 6図 )

5・ 6ト レンチで確認した。 6ト レンチでは底面付近のみ検出された。規模は総長 21m以上で、遺存状況が良

い 5ト レンチで上幅 1 18cm、 下幅 33cm、 深さは 58cmである。断面形は 5ト レンチ北壁付近では上半部が緩やか

に広がる逆台形である。底面レベルを見ると北側が 25cm程度低くなっている。 8層は自然堆積と考えられ、 9層

は流水していた可能性がある。遺物は 17世紀代から 19世紀後半～ 20世紀代にかけての陶器 5点が出土している。



このうち、大堀相馬産乗燭と堤焼産小型甕を図示した。

(4)SD268D期 (第 5・ 6図 )

1・ 2・ 6ト レンチで確認した。規模は総長 44m以上で、 1ト レンチで上幅 165cm、 下幅 58cm、 深さ 49cm、

2ト レンチで上幅 284cm、 下幅 1 52cm、 深さ 99cm、 6ト レンチで上幅 327cm、 下幅 126cm、 深さ 65cmである。

断面形は 1・ 2ト レンチでは逆台形、 6ト レンチでは弧状の立ち上がりとなり、 1・ 2ト レンチとは規模 `形状が

異なる。底面レベルを見ると 1・ 6ト レンチではほぼ同じレベルで、 2ト レンチでは約 20cm程度低くなっている。

各 トレンチの検出位置や堆積土が類似していることから、同一の溝跡とした。 10～ 14層は自然堆積と考えられ、

堆積状況からA～ C期とD期にはやや時期差があるものと考えられる。遺物は出土していない。
Y=4フ90          Y‐4800          Y=4810          Y‐ 4820          Y‐4830          Y‐ 4840 Y‐4850

|

-X=-197610

0   (1:600)  20m

―
―

長町駅東遺跡第11次調査

(環状線西調査区・ 平成20年 )

第 4図 遺構配置図



2ト レンチ

― X=争期

― X-497670

SD268鶏 韓

`腕
8醐

2ト レツチ .SD268A・ 醐

課
1ト ルチ SD268D4-辞J

| IA期
檀函 D剤

9    0おO1   2m

幣組 rむ

十 X-497670

1ト レンす

0   (4■20)  4m

引芭膀将軍4と | Ert 土 色 土 畦 鱒   者

SD268h翔 3 Rtt CSY2/1) 砂策ン″ト 阻抄との豆層
―
恭片 |レツ螂

螂 .lB

線 ―
ettjYてッ1) 牌d』獣Иルト

時押J―プ騨 e2sevt4/1) 挫 攣 い

諺 降4ウー翔囀 CSCY4/1D 粘蝦 ンルト

餓 ,魏 ζ Cav9/4) 猫後 ルト

Iり■サ炭色 CsGY5/1j 熟溢療ラルトー 4V23無鶴

1第 う図 1-・ 2トレンチ SD2681溝跡ギ●断面図



Y=4810

|

SD268A～ C期

Ю腑
6ト レンチ SD268A～ D期

畔
y

0    (1:60)   2m
― X=197630

Y=4810

|

| IA期
■■ B期
田■ C期
| ID期

0   (1:120)  4m

9

5ト レンチ SD268A～ C期

5ト レンチ

SD268溝 跡 堆積土註記表

週構名 層位 土 色 土 性 考

黒色 (25Y2/1) 粘 ■ 上面を凝灰岩の礫で埋め戻されている。

黒褐色 (25Y3/1) 砂質シル ト 焼土粒 炭化物粒・小礫多量含む。

黒色 (5Y2/1) 砂質ンル ト 細砂との互層 木片・ レンガ多員含む。

黒色 (25Y2/1) シルト 小礫・木片・ レンガ少量含む。

SD268B期

黄灰色 (25Y4/1) 砂質ンルト 焼土粒・炭化物・ 木片中量含む。

天色 (5Y5/1) ンルト 小礫 木片中量含む。

黄灰色 (25Y4/1) 粘土質シルト 炭化物 ,本片少量含む。

SD268C期
オリーブ黒色 (5Y3/1) 小礫 。本片少量含む。

天色 (5Y4/1) 砂質シルト 細砂をラミナ状に含む。

SD268D期

黄灰色 (25Y5/1) 粘上質シル ト

悟オリーブ灰色 (2 5CV4/1) 粘土質ンルト

悟オ リーブ灰色 (5CY4/1) 粘土質シルト

6ト レンチ SD268A～ C期 6ト レンチ SD268D期

6ト レンチ SD268溝跡平・断面図第 6図  5。



屯
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SD268A期溝跡出土違物観察表 (1)

版
号

図
器

写真EX版

番  号
出土地点 種別 器種 部位 胎 土

法量 (cm)

産地 時 期 備  考
録
号

登
番

日経 底径 器高

チ

期

ン

Ａ

レ

６８

５

ＳＤ 磁器 碗
日縁～
高台

密 (122) 】日‐Ｊ
19C中頃

(幕末～明治)

染付 外面 :素描花文 内面 !四 方欅文
見込 :松梅文 焼継痕 高台内 :赤色顔料を含む焼継莉が付着

」‐
1

3‐ 2
5ト レンチ
SD268A期 陶器 甕

口縁～
高台

やや粗 (234) 堤
19C後半～ 20C

(明治以降)
海鼠釉 1- 1

3 3‐ 3
チ

期

ン

Ａ

レ

６８

５

ＳＤ lhtl器 鉢
日縁～
高台

やや粗 (246) (140) 堤
19C後半～ 20C

(明治以降)
海鼠釉

5ト レンチ
,D268A期

T.t器 片回鉢
口縁～
高台

やや密 大堀相馬 18C後半～ 19C代 白濁釉

5ト レンチ
SD268A期 陶 器 土瓶

日縁～
高台

やや密 大堀相馬 19C代 灰釉 1-4

6 3 4
5ト レンテ
,D268A期 陶器 悟鉢

体部～
高台

やや粗 (55) 在地 19C前半ヵ 底部まで鉄釉が掛かる 底部回転糸切り I-5

第フ図 SD268A期溝跡出土遺物 (1)

10
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SD2む 8A期溝跡出土遺物観察表 (2)

賤
需

写真図版
番  号

出土地点 種別 器種 組 立 胎土

法量 ω

鋤 時期 儲  考 攀
日径 酪 舗

3-7 ”
廟

�
ぬ

Ｓ
観 壽 |

1包炉 僻論
やや翠E (lα分 鱚0 在地

19C申頃
律 末～明治)

鞠  内歳に炭化物付着 底部回転泰ηう I・ 6

2 3-t 5ト レンチ
SD26SA翔 醸

燭
■ 篠 確劇

や軸 ぐ188j 1101 在地
19C中 頓|

(幕末～明治)
1-7

3 3-9 5ト レーンチ
,D268A期 雲 鰤

張り出し
部 鞠 荘地

199中雲
(等来～明治)

I‐ 3

a‐ lo ”蜘
５
Ｄ 車

錦
短炉 日縁 やや組 在地

鶴 来鶏
I‐ 9

第 3図 SD268A期溝跡出土遺物 (2)



学

峯森Ⅷ聰》３SD268A期溝跡出土遺物観察表 (3)

版

弓

図
番

写真図版
番  号

出土地点 種別 器種

法量 (cm)

重量 (8) 石材 備   考
録

号

登
番

長 き 幅 厚 さ

5ト レンチ
SD263A期 石製品 砥 石 砂岩 完形品、面取り、柱状、無孔、溝状痕あり

SD268C期溝跡・カクラン出土違物観察表

版

号

図
番

写真図版
番  号

出土地点 種 別 器種 部位 胎土

法里 (cm)

産地 時期 備   考
録
号

登
番

回径 底 径 器 高

チ
期

レ

６８
５
ＳＤ 陶器 饗

口縁～

高台
やや粗 堤

19C後半～ 20C
(明 治以降)

海鼠rd

3
5ト レンチ
SD26SC期 阿器 乗燭 冊邸

やや密 大堀相斥 18C後半以降 鉄釉 底部回転糸切 り

5ト レンチ
カクラン 磁器 碗 体部、論

密 ， Ｗ 19C前半 染付 外面 :霊芝文 J‐ 2

”″
磁 器 碗 体部、論

密 (32) 】削
19C中頃

(幕末～明治 )
染付 外面 :竹林文 J‐ 3

””
磁 器 碗の蓋 回縁．論

密
瀬戸・

美濃

半

＞

後

治
９Ｃ
朝

型紙摺絵 外面 :み じん唐草松散らし文
内面 :製略文 高台内 :銘有

J‐ 4

6ト レンチ
カクラン 磁器 猪口 回縁、論

循 (78) (52) ▼則 18C代 染付 外面 :草本文 (商天力)

高台内 :二重枠の銘
J‐ 5

5ト レンチ
カクラン 磁器 口縁、論

密 (122) 締
鞘

19C後半
(明治 )

自磁
見込 :寿字支陰刻

J‐ 6

第 9図 SD268A・ C期溝跡、カクラン出土遺物
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カクラン出土遺物観察表 (1)

版
号

図
番

写真図版
番  号

出土地点 種 別 器種 部位 胎■
法量 (cm)

産地 時期 備   考
録

号

登
番

口径 底径 器 高

カクラン 悩 器
日縁～

高台
密 (198) 革刷 18C代 染付 外面 :壺草文 高台内 :枠付渦福文

内面 :松皮菱に菊花文・車花文 見込 :手 thき五弁花 日跡
J 7

6ト レンチ
カクラン 磁 器

回縁～
高台

(58) 液戸 .

美濃
19C中頃

(幕末～明治)

洋呉須染付 外面 :革文 蛇ノロ凹形高台
内面 :み じん唐草文 見込 :荒磯文

J 8

5ト レンチ
カクラン

質

器

瓦
土 捜炉

体部～
高台

やや粗 (184) 在 地
19C中頃

(V4末～明治)
三足脚 底部回転糸切り

”カ
陶 器 徳不1 帷論

やや密 大堀相馬
19C中頃

(幕末～明治)

日縁 :黒釉
体部 :白 濁釉 油芭カ

カクラン出土遺物観察表 (2)

版
号

図
番

写真図版
番  号

出土地点 種 別 器種

法量 (cr)

外面調整 内面調整 備  考
驚録
番号

口径 底径 器 高

カクラン 上師器 イ (122) (30) ヨ縁部ヨコナデ、休部ヘラケズリ 日縁部～体部ミガキ、黒色処理 C‐ 1

カクラン 上師器 甕 (74) ヨ縁部ヨコナデ、体部ハケメ 日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ ヘラケズ リ C‐  2

カクラン 須恵器 イ薔 (192) (22) ロクロ調整 ロクロ調整

第 10図  カクラン出土遺物



2.出 土遺物 について

今回の調査では、sD268溝跡とカクランから、土師器、須恵器、石器、磁器、陶器、瓦質土器、近代瓦、レ

ンガなどが出土 し、接合作業後の総数は 316点である (第 1表 )。 出土地点別では、カクラン 219点 (69%)、

SD268A期 92点 (29%)、 SD268C期 5点 (2%)で、大半がカクランからの出土である。ここでは、これまで

長町駅東遺跡での出土例が少/1-い近世から近代にかけての遺物について概観する。

第 1表 長町駅東遺跡出土遺物数量一覧表

(1)陶磁器の出土傾向

陶磁器は 17世紀代から20世紀代までの各時期のものが出上しており、磁器 170点、白磁 13点、クロム青磁 4点、

陶器 68点、総数 255点である。このうち、小片のため時期・産地が判別できないものを除いた 229点を産地別 。

時期別に分類して集計した。出土数全体でみると瀬戸・美濃産磁器が 114点 (50%)で大半を占め、地方窯産磁

器 38点 (17%)、 大堀相馬産陶器 37点 (16%)な どが出土している (第 2表 )。 時期別では、19世紀後半～ 20

世紀 (明治時代以降)の もの 132点 (58%)、 19世紀後半 (明治時代前半)のもの 42点 (18%)、 19世紀中頃

(幕末から明治時代)のものが 18点 (8%)で、19世紀後半以降のものが大半を占めている (第 3表 )。 そのほか、

17世紀代の岸窯産括鉢 (写真図版 4-16)が 出土している。

第 2表 陶磁器出土地点別産地別数量一覧表

第 3表 陶磁器出土地点別年代別数量一覧表

遺前 17C代 18C後 半～ 19C代 19C代 ユ刊 19c ttLll 19C後半 19C後 半～ 20C4 20C代 合 計

3 162

SD268A期 6

SD268C期

合 吾‖ 132

(2)SD268A期溝跡出土遺物について

SD268A期からは 92点の遺物が出土している (第 1表 )。 このうち、産地 。時期が判別できる陶磁器は 63点で

ある (第 4表 )。 磁器の産地別組成は、瀬戸・美濃産 35点、肥前産 5点、地方窯産 3点、平清水産 1点で、瀬戸・

美濃産が 80%を 占める。磁器の器種別組成は、碗 19点で磁器全体の 43%を 占めている。このほか、皿 10点、

土瓶 。急須 7点、爛徳利 5点、酒郭 。小杯 3点が出土している。このうち、瀬戸・美濃産の碗が 15点で、磁器全

体の34%を 占めている。磁器で染付がみられるものは35点ある(第 5表 )。 手描きや型紙摺りによる絵付けのほか、

明治時代後半に出現する銅版転写による絵付けのものがみられる。このほか、18世紀代のコンニャク印判による

絵付けの肥前産碗 (写真図版 4 13)が出土している。磁器には、焼継による補修痕があるものが 3点確認された。

内訳は 19世紀中頃の肥前産碗 (第 7図 -1)と 瀬戸・美濃産碗 (写真図版 4-14)各 1点、19世紀後半の瀬戸。

美濃産爛徳利 1点である。また、肥前産碗 (第 7図 - 1)の高台内には、焼継剤に赤色顔料を混ぜたものが付着

しており、川内B遺跡で報告されているような、焼継師が発注者を識別するための記号と同様の意味を持つ可能性

14

遺構 土師器 須恵器 石 器 磁 器 白磁 青磁 (カム) 陶器 瓦質■器 近代瓦 レンガ 不明 。その他 合 計

カクラン 3

SD268A期

SD268C期

合 計 316

遺14
磁器 陶 器

合 言
瀬戸・美濃 1日前 lL方窯 平清水 大朗和馬 堤 在地 地方索 瀬戸・美澁 常 渦

カクラン

SD263A期 3 63

SD268C朗

合 計 37



が高い。

陶器の産地別組成は、大堀相馬産 9点、在地産 4点、堤産 3点、地方窯産 1点、瀬戸・美濃産 1点、常滑産 1点

で、大堀相馬産が 47%を 占める。器種別組成は、土瓶・急須 6点、甕 5点で陶器全体の 58%を 占めている。その

ほか、底部外面まで鉄釉が掛かる在地産播鉢 (第 7図 -6)が 出土しており、出土例が少なく注目される。

瓦質土器は、恨炉 3点、五徳 1点、不明 1点、総数 5点が出土しており、いずれも19世紀中頃のものである。規炉は、

全体の形状は不明だが、三足のもの (第 8図 -1)や焚口下部の張り出し部 (第 8図 -2)な どがみられる。

第4表 SD268A期溝跡出土陶磁器年代別産地別数量一覧表

磁 器 I・9器

合計瀬戸・美濃 単則 地方窯 平清水 大堀相痛 在地 堤
地方
窯

美濃 常滑

碗 鋪徳利
酒必
小杯

瓶

須

土

急 碗 皿
瓶

須

土

急 碗
瓶
須

土
急 畑徳利 土 鍋 片口鉢

瓶

須

土
急 欄縛 J 徳利 裂 桜鉢 裂 鉢 徳利 徳利

土瓶
急須

18C代

18C後半
～ 19C代

19C代

19C前半

19C中頃

19C後半

半
代韓・２０Ｃ20C代

合 計 3

第 5表 SD268A期湾跡出土磁器産地別年代別絵付け数量一覧表

産地 絵付け 18C代 19C中頃 19C後半 19C後半～ 20C代 合 計

液戸・美濃

染付

摺絵

銅版転写

肥 前

コンニャク印半I

染 付

摺 絵

地方窯 僣絵 2

平清水 染 付



第 6章 まとめ

(1)今回の調査区は、平成 20年度に調査を実施した長町駅東遺跡第 11次調査 (環状線西調査区)の北側に隣接

しており、近世～近代と考えられる溝跡を検出した。

(2)検出された溝跡は、平成 20年度に確認された SD268溝跡の北側延長部分と考えられ、掘り直しや重複と考

えられる4時期の変遷が認められた。 トレンチによる部分的な調査のため、同一の機能を持った溝跡を長期

間修復しながら使用したものか、同一地点で数条の溝跡が重複しているのかは明確に出来なかった。

(3)SD268A期では、木杭や板材、角材、レンガを組み合わせて壁面の補強を行っていることが確認された。

(4)SD268A期は出土遺物及び国鉄時代に整地される直前まで窪地として残っていたことから、19世紀後葉から

20世紀前葉にかけての溝跡と考えられる。SD268C期は堤産の甕が出土しており、19世紀後半以降の溝跡

とみられる。SD268B・ D期は遺物が出土していないため、帰属時期を特定できなかった。

(5)想定された古代の遺構確認面は、国鉄時代に大規模なカクランを受けており削平されていた。

(6)2・ 5・ 6ト レンチの下層から河川堆積土と考えられる砂層が認められ、調査区のほぼ全域に河チ
「
1跡が広がっ

ていることが考えられる。

(7)遺物は土師器・須恵器 。磁器・陶器・瓦質土器など平箱 3箱程度出土しており、19世紀後半以降の瀬戸・美

濃産磁器が大半を占めている。
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調査区北半部全景 (南東から)

1ト レンチ全景 (西から) 1ト レンチ SD268溝跡土層断面 (北から)

2ト レンチ全景 (北西から) 2ト レンチ SD268溝跡土層断面 (南から)

写真図版 1



3ト レンチ土層断面 (南から) 4ト レンチ土層断面 (南から)

5ト レンチ全景 (西から) 5ト レンチ SD268溝跡土層断面 (南から)

‐                 ! |● ■li'■「
|

=_熙

i]ョ藝       |!|●

6ト レンチ全景 (西から) 6ト レンチ SD268溝跡土層断面 (南から)

6ト レンチ下層土層断面 (南から) 作業風景

写真図版 2
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所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

長町駅東遺跡 集落跡 �
・猷

溝跡 土師器・須恵器・石器

磁器・陶器・瓦質土器

要 約

長町駅東遺跡では、これまでに 300軒以上の堅穴住居跡や集落の区画施設と考えられる大溝跡・材

木列が検出され、出土土器の年代幅などから、隣接する郡山遺跡の官衛造営・運営に関連する遺跡とし

て注目されている。今回の調査地点は、長町駅東遺跡の北西部に位置する。国鉄時代の貨物ヤード造成

により、古代の遺構確認面が大きく壊されていることが確認された。検出された溝跡は、平成 20年度

に確認された SD268溝跡の北側延長部分と考えられ、掘り直しや重複の可能性がある4時期の変遷が

確認された。このうち SD268 A期 は、レンガや木杭、板材、角材が組み合わさつた状態で出土しており、

壁面の補強を行っていた可有留性が考えられた。また、 2・ 5・ 6ト レンチの下層から河川堆積土と考え

られる砂層が認められ、調査区のほぼ全域に河川跡が広がっていることが考えられる。遺物は、これま

で長町駅東遺跡での出土例が少ない近世から近代にかけての陶磁器や瓦質土器が出土している。
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